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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

a
l
i
c
の
業
務
に
つ
き
ま

し
て
、
旧
年
中
は
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
夏
期
の
西
日
本
を
中

心
と
し
た
集
中
豪
雨
、
大
阪
府
北

部
地
震
や
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
、
秋
に
日
本
列
島
を
縦
断
し
た

す
る
業
務
を
円
滑
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
関
係
者
へ
の
周
知
、
内
部

で
の
手
続
の
整
備
や
シ
ス
テ
ム
の

改
修
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
り
ま

す
。一

方
、
日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
つ
い
て
も
、
発
効
に

向
け
た
手
続
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
協
定
が
発
効
す
れ
ば
、a
l
i
c

が
担
う
業
務
を
と
り
ま
く
環
境
が

さ
ら
に
変
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。野

菜
関
係
で
は
農
業
保
険
法
に

基
づ
く
収
入
保
険
制
度
の
保
険
期

間
が
本
年
１
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
同
制
度
と
a
l
i
c
が

実
施
す
る
野
菜
価
格
安
定
制
度
と

は
選
択
加
入
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
生
産
者
の
自
由
な
経
営
判
断

に
よ
り
必
要
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
対
策
が
選
択
さ
れ
る
よ
う
、

a
l
i
c
と
し
て
も
周
知
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

台
風
21
号
、
24

号
な
ど
に
よ
る

災
害
が
多
か
っ

た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
多

く
の
方
が
被
災

さ
れ
た
ほ
か
、

農
作
物
、家
畜
、

農
畜
産
業
関
連
施
設
に
も
多
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に

遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

a
l
i
c
は
、
昨
年
４
月
か
ら
、

第
４
期
目
と
な
る
向
こ
う
５
年
間

の
中
期
目
標
期
間
に
入
り
ま
し
た
。

今
次
の
中
期
目
標
期
間
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
活
か
し
つ
つ
、
a
l
i
c
に
与

え
ら
れ
た
使
命
を
確
実
に
果
た
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
農
林
水
産
業

を
め
ぐ
っ
て
は
、「
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的

及
び
先
進
的
な
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11

協
定
）」
が
昨
年
12
月
30
日
に
発

効
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
肉
用
牛
肥
育
経

営
安
定
特
別
対
策
事
業
（
牛
マ
ル

キ
ン
）
と
養
豚
経
営
安
定
対
策
事

業
（
豚
マ
ル
キ
ン
）
が
法
制
化
さ

れ
る
と
と
も
に
、
補
塡
率
の
引
き

上
げ
な
ど
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
砂
糖
関
係
で
は
、
輸

入
さ
れ
る
加
糖
調
製
品
が
砂
糖
の

価
格
調
整
制
度
の
対
象
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

a
l
i
c
で
は
こ
れ
ら
に
関

独立行政法人 農畜産業振興機構
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以
上
の
よ
う
な
新
た
な
対
応
が

必
要
な
業
務
を
始
め
、
加
工
原
料

乳
生
産
者
補
給
交
付
金
制
度
な
ど

の
経
営
安
定
対
策
、
需
給
調
整
・

価
格
安
定
対
策
、
諸
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
た
緊
急
対
策
を
的
確
に

遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
a
l
i
c
で
は
内
外
の

農
畜
産
物
に
関
す
る
情
報
の
収

集
・
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

新
た
な
国
際
環
境
の
下
で
、
そ
の

重
要
性
は
一
層
高
ま
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
特
に
海
外
情
報
の

分
野
で
は
、
農
畜
産
物
の
関
係
国

に
お
け
る
需
給
・
価
格
や
輸
出
余

力
、
わ
が
国
の
輸
出
可
能
性
や
輸

出
促
進
に
関
す
る
先
進
事
例
な
ど

に
つ
い
て
情
報
収
集
、
整
理
・
分

析
を
行
い
、
関
係
者
に
タ
イ
ム

リ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
、

わ
が
国
の
農
畜
産
業
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

a
l
i
c
で
は
こ
れ
か
ら
も
、

生
き
て
い
く
上
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
大
切
な
「
食
」
を
支
え
て
い

く
た
め
に
、
農
畜
産
業
・
関
連
産

業
に
携
わ
る
方
々
を
応
援
し
、
消

費
者
の
皆
さ
ま
に
農
畜
産
物
が
安

定
的
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
希
望

に
満
ち
た
明
る
い
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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た
い
よ
う
農
園
の
あ
ゆ
み

農
事
組
合
法
人
た
い
よ
う
農
園
は
、

愛
媛
県
内
で
野
菜
生
産
が
盛
ん
な
県
南

部
の
南な

ん

予よ

地
方
の
大お

お

洲ず

市し

で
平
成
18
年

に
創
業
し
、
５
年
後
の
農
事
組
合
法
人

へ
の
改
組
を
機
に
、
経
営
の
安
定
に
向

け
、
加
工
・
業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培

に
特
化
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、経
営
規
模
の
拡
大
に
伴
い
、

生
産
現
場
で
の
機
械
化
、
冷
蔵
保
管
施

設
の
導
入
、
自
前
で
の
配
送
体
制
の
確

立
な
ど
に
取
り
組
み
、
平
成
25
年
に
は

野
菜
加
工
場
を
有
す
る
企
業
を
買
収
し

カ
ッ
ト
野
菜
事
業
に
参
入
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
や
た
ま
ね
ぎ
な
ど

の
生
産
か
ら
加
工
、
物
流
、
販
売
ま
で

の
一
貫
出
荷
体
制
を
実
現
し
て

い
ま
す
。

た
い
よ
う
農
園
の
特
長

同
法
人
の
経
営
の
特
長
と
し

て
、
経
営
資
源
の
集
中
に
よ
る

大
規
模
化
と
、
耕
畜
連
携
と
６

次
産
業
化
を
融
合
さ
せ
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
が
挙
げ
ら
れ
、
こ

こ
に
事
業
発
展
の
基
盤
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◯�

大
規
模
化
（
農
地
集
約
と
大
型
機

械
の
導
入
）

同
法
人
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

の
制
度
（
※
１
）
な
ど
を
活
用
し
て
借

地
で
の
農
地
拡
大
を
進
め
、
平
成
30

年
度
時
点
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
約
１
５
０

ha
、
た
ま
ね
ぎ
約
50‌

ha
を
従
業
員
93

名
で
生
産
す
る
大
規
模
法
人
と
し
て

事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
生
産
の
場
で

は
、
よ
り
高
い
作
業
効
率
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
同
法
人
で
は
大
型
農
業

機
械
の
導
入
に
よ
っ
て
そ
れ
を
実
現

し
、
さ
ら
に
作
業
の
平
準
化
や
均
一

化
に
よ
り
、品
質
の
向
上
や
均
質
化
、

農
薬
利
用
の
軽
減
な
ど
の
効
果
を
上本田代表

第一線から
From the front line

夢はでっかく根は深く！ 
「たいよう農園は、『国を耕す会社です』」

～愛媛県大
おお

洲
ず

市
し

たいよう農園～
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げ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
大
型
収

穫
機
の
導
入
の
ほ
か
、
選
別
・
自
動

梱
包
ラ
イ
ン
の
設
置
、
乾
燥
棟
建
設

な
ど
、
野
菜
栽
培
・
加
工
関
連
施
設

や
設
備
の
拡
充
も
進
め
、
契
約
履
行

の
確
実
性
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
受

容
体
制
の
確
保
な
ど
、
実
需
者
か
ら

の
信
頼
向
上
と
交
渉
力
の
強
化
に
努

め
て
い
ま
す
。

（
※
１�

）
耕
作
で
き
な
い
農
地
を
借
り
受

け
、
担
い
手
農
家
に
貸
し
付
け
る

国
の
制
度

◯�

耕
畜
連
携
と
６
次
産
業
化
（
養
豚

農
場
経
営
と
ホ
テ
ル
・
外
食
事
業

へ
の
参
入
）

同
法
人
は
代
表
理
事
の
本
田
和
也

さ
ん
の
家
業
で
あ
っ
た
養
豚
農
場
と

共
に
、
平
成
27
年
に
ホ
テ
ル
・
外
食

事
業
を
行
う
グ
ル
ー
プ
会
社
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
社
の
野

菜
や
豚
肉
の
活
用
の
ほ
か
消
費
者
の

評
価
に
直
接
的
か
つ

日
常
的
に
触
れ
る
こ

と
が
目
的
で
、
事
業

の
多
角
化
に
よ
る
相

乗
効
果
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
養
豚
農
場

で
生
産
し
た
栄
養
価

の
高
い
堆た

い

肥ひ

を
活
用

し
て
作
物
の
育
成
に

優
れ
た
土
づ
く
り
を

行
う
耕
畜
連
携
や
、
野
菜
加

工
場
で
の
野
菜
く
ず
を
堆
肥

の
原
料
に
利
用
す
る
と
い
っ

た
循
環
型
農
業
も
相
乗
効
果

の
一
例
で
す
。
機
構
で
は
こ

う
し
た
土
壌
改
良
な
ど
の
作

柄
安
定
の
た
め
の
取
組
を
支

援
（
※
２
）
し
て
い
ま
す
。

（
※
２�

）
加
工
・
業
務
用
野
菜
生

産
基
盤
強
化
推
進
事
業
。

詳
細
はhttps://w

w
w
.

alic.go.jp/y-josei/
yajukyu03_000095.
htm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た�

�

新
た
な
取
組
み

今
後
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
ソ
フ

ト
面
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

人
材
育
成
を
重
点
化
の
ひ
と
つ
に
挙

げ
、
新
卒
者
を
積
極
的
に
採
用
す
る
と

と
も
に
、
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
※

３
）
を
立
上
げ
、
将
来
の
担
い
手
育
成
・

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
※
３�
）
農
業
に
従
事
す
る
女
性
の
可
能
性
を

世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
同

社
で
平
成
29
年
に
発
足
。
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
も
と
、
大
規
模
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
（
約
１
・
２
ha
）
で
の
育
苗
を

初
め
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
機
構
事
業
の
活
用
な
ど
に
よ

り
加
工
・
業
務
用
野
菜
の
生
産
基
盤
の

強
化
を
図
り
、
実
需
者
か
ら
の
要
望
の

強
い
供
給
の
安
定
化
を
一
層
推
し
進
め

る
と
と
も
に
、
事
業
拡
大
に
向
け
、
農

業
土
木
・
建
築
工
事
分
野
に
も
参
入
す

る
な
ど
、
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
経
営
の
実
践

を
通
じ
て
、
同
法
人
の
「
農
業
の
未
来

を
創
る
事
」
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て

日
々
邁
進
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

�

（
野
菜
需
給
部
）

左が同社の高栄養価の堆肥を使って改良した
土です。有機質を多く含み、通気・排水性に
富んだ土壌に改良しました（※2）

グループが経営するホテルの朝食。自社の
野菜や豚肉を中心に地産地消を推進

農業女子の作業環境改善として、ほ場でのトイレ
カーを導入
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
以
下
「
Ｎ
Ｚ
」

と
い
う
。）
は
、
全
粉
乳
（
生
乳
か
ら

水
分
を
除
去
し
て
粉
末
状
に
し
た
も

の
）
と
バ
タ
ー
の
世
界
最
大
の
輸
出
国

で
す
。
生
乳
生
産
量
は
、
世
界
全
体
の

生
乳
生
産
量
の
３
％
程
度
で
あ
る
も
の

の
、
国
内
の
人
口
が
４
８
０
万
人
と
少

な
い
こ
と
か
ら
、
生
産
さ
れ
た
牛
乳
・

乳
製
品
の
95
％
を
輸
出
し
て
い
る
た

め
、
世
界
有
数
の
乳
製
品
輸
出
国
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
と
っ
て
も
、

バ
タ
ー
、
脱
脂
粉
乳
お
よ
び
チ
ー
ズ
の

主
要
な
輸
入
先
国
で
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
Ｎ
Ｚ
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
輸
出

動
向
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

放
牧
を
中
心
と
し
た
生
乳
生
産

Ｎ
Ｚ
で
は
、
温
暖
で
降
水
量
に
恵

ま
れ
た
自
然
条
件
を
生
か
し
、
草
地

を
最
大
限
に
利
用
し
た
放
牧
を
中
心

に
生
乳
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、一
般
的
に
８
月
（
早
春
）

に
搾さ

く

乳に
ゅ
うを

開
始
し
、
10
～
12
月
（
初

夏
）
に
か
け
て
生
乳
生
産
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
、
翌
年
５
月

（
冬
）
に
は
ほ
と
ん
ど
の
牛
が
乾か

ん

乳
に
ゅ
う

（
搾
乳
を
停
止
す
る
こ
と
）
と
な
り
、

次
の
分
娩
に
備
え
ま
す
。

生
乳
生
産
量
は
、
国
際
的
な
乳
製
品

需
要
の
増
加
な
ど
に
伴
い
増
加
傾
向

で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。

中
国
向
け
輸
出
需
要
の�

 

�

増
加
に
伴
い
生
産
を
拡
大

Ｎ
Ｚ
の
牛
乳
・
乳
製
品
輸
出
額
は
、

長
期
的
に
は
お
お
む
ね
増
加
し
て
推

移
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
／
１
５

年
度
（
注
）
以
降
は
、
牛
乳
・
乳
製
品

の
輸
出
量
は
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推

移
し
ま
し
た
が
、
輸
出
額
は
、
そ
の

時
々
の
乳
製
品
国
際
取
引
価
格
の
動
向

に
左
右
さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
７
／
１

８
年
度
は
、
主
要
な
乳
製
品
の
国
際
取

引
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
に
伴
い
増
加

し
ま
し
た
。

（
注
）７
月
～
翌
６
月
で
１
つ
の
年
度
と
す
る
。

次
に
乳
製
品
輸
出
量
の
推
移
を
み
る

と
、
２
０
１
７
／
１
８
年
度
は
、
10
年

図 1　牛乳・乳製品輸出額の推移
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資料：NZ第一次産業省
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放牧している様子

ニュージーランドの酪農・乳業

調査情報部　　大 塚　健太郎
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前
と
比
べ
す
べ
て
の
品
目
で
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
中
で
も
最
大
の
輸
出
品
目

で
あ
る
全
粉
乳
は
、
中
国
の
経
済
発
展

に
伴
う
需
要
の
増
加
に
よ
り
、
２
倍
以

上
と
特
に
伸
び
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
生
乳
生
産
量
の
増
加
分

と
ほ
ぼ
等
し
い
伸
び
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
０
７
年
時
点
で
は
、
全
粉
乳

輸
出
量
の
う
ち
、
中
国
向
け
輸
出
量
が

全
体
に
占
め
る
割
合
は
７
％
程
度
で
し

た
が
、
２
０
１
７
年
は
35
％
程
度
を
占

め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
脱
脂
粉
乳
、

バ
タ
ー
、
液
状
乳
、
育
児
用
調
製
粉
乳

な
ど
、多
く
の
乳
製
品
輸
出
に
お
い
て
、

中
国
が
最
大
の
輸
出
先
国
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
チ
ー
ズ
は
、

日
本
向
け
輸
出
量
が
全
体
の
19
％

程
度
を
占
め
て
お
り
、
最
大
の
輸

出
先
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
乳
生
産
量
の
大
幅
な�

 

�

拡
大
は
困
難

Ｎ
Ｚ
は
、
中
国
向
け
を
中
心
と

し
た
牛
乳
・
乳
製
品
輸
出
需
要
の

増
加
を
背
景
に
、
生
乳
生
産
量
の

拡
大
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
２

０
１
４
／
１
５
年
度
以
降
の
生
乳

生
産
量
は
、
減
少
ま
た
は
お
お
む

ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
理
由
は
、
土
地
の
制
約

お
よ
び
環
境
問
題
で
す
。
前
述
の

と
お
り
Ｎ
Ｚ
の
酪
農
は
放
牧
で
行

わ
れ
て
お
り
、
乳
用
牛
の
飼
養
頭

数
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
放
牧
地

の
拡
大
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｚ

の
人
口
は
２
０
１
８
年
６
月
時
点
で
は

４
８
９
万
人
と
、
２
０
０
０
年
時
点
か

ら
１
０
０
万
人
増
加
す
る
一
方
、
農
業

用
地
は
都
市
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
減

少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
土
地
の
利

用
は
、
酪
農
経
営
、
肉
用
牛
・
羊
経
営
、

園
芸
作
物
、
森
林
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
で
競
合
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
、

酪
農
に
お
け
る
収
益
性
の
向
上
に
伴

い
、
肉
用
牛
・
羊
経
営
な
ど
か
ら
の
転

換
に
よ
り
酪
農
向
け
の
農
地
を
拡
大
さ

せ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
環
境
規

制
に
よ
り
河
川
付
近
で
の
牛
の
飼
養
が

制
限
さ
れ
た
り
、
都
市
化
の
進
展
に
よ

り
農
地
の
減
少
が
見
込
ま
れ
た
り
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
酪
農
向
け
の
農
地
の

拡
大
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
牛
に
十
分
な
牧
草
を

与
え
る
た
め
に
は
こ
れ
以
上
飼
養
頭
数

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
規

模
拡
大
も
見
込
め
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の

理
由
か
ら
、
乳
用
牛
飼
養
頭
数
の
増
加

は
難
し
く
、
生
乳
生
産
量
の
大
幅
な
増

加
も
見
込
め
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
協
定
発
効
後

日
本
と
Ｎ
Ｚ
を
含
む
11
カ
国
が
参
加

す
る
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

関
す
る
包
括
的
お
よ
び
先
進
的
な
協
定

（
以
下「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
協
定
」と
い
う
）が
、

２
０
１
８
年
12
月
30
日
に
発
効
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
Ｎ
Ｚ
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11

協
定
に
参
加
す
る
国
々
の
市
場
へ
の
新

た
な
参
入
条
件
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な

り
、
関
税
削
減
・
撤
廃
に
よ
る
コ
ス
ト

の
低
減
や
輸
出
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
生
乳
生
産
量

の
大
幅
な
増
加
は
見
込
め
ず
、
供
給
余

力
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
の
下
、
日
本
は
、
乳
製
品
の
輸
入
に

お
い
て
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
と
競
合

関
係
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
国
で

は
経
済
発
展
に
伴
う
需
要
増
加
・
購
買

力
向
上
が
見
込
ま
れ
、
日
本
が
買
い
負

け
す
る
時
代
が
来
る
可
能
性
も
否
定
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
日
本
に
お
け

る
牛
乳
・
乳
製
品
の
安
定
供
給
を
今
後

と
も
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本

国
内
に
お
け
る
酪
農
生
産
基
盤
の
維

持
・
拡
大
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
改
め

て
強
く
認
識
さ
れ
ま
す
。

図 2　牛乳・乳製品輸出量の推移
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ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
２
０
１
１
年
の
民

政
移
管
に
よ
り
、
民
主
化
と
経
済
改
革

が
推
進
さ
れ
た
こ
と
で
、
国
民
の
所
得

水
準
が
向
上
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
伴

い
、
食
肉
の
消
費
量
が
増
え
て
い
ま
す
。

家
き
ん
（
※
１
）
肉
は
、
牛
肉
や
豚
肉
と

比
べ
て
安
価
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
最
近

は
、
外
資
系
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
の

進
出
な
ど
も
あ
り
、
食
事
の
機
会
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
同
国
の
家
き
ん
肉
、
特
に

鶏
肉
を
め
ぐ
る
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

（
※
１�
）
家
で
飼
う
鳥
の
総
称
。
特
に
肉
・
卵

を
と
る
目
的
で
飼
う
も
の
。

鶏
肉
生
産
量
は
右
肩
上
が
り

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
家
き
ん
の
飼
養
羽
数

は
、
食
肉
需
要
の
拡
大
に
対
応
し
て
増

加
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
９
割
以
上
を

鶏
が
占
め
て
い
ま
す
。
鶏
肉
の
生
産
量

も
こ
れ
に
連
動
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
肉
用
鶏
に
は
、
ブ
ロ

イ
ラ
ー（
外
国
鶏
の
品
種
）や
地
鶏（
主

に
全
国
各
地
の
村
で
飼
養
さ
れ
て
い
る

在
来
種
）
の
ほ
か
、
卵
用
鶏
の
雄
、
採

卵
鶏
の
廃
鶏
が
含
ま
れ
ま
す
。

地
鶏
は
、
様
々
な
系
統
が
あ
り
農
家

の
庭
先
で
飼
養
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
費

者
は
、肉
の
締
ま
り
や
味
が
良
い
と
し
て
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
以
外
の
鶏
肉
を
好
む
傾
向

が
あ
り
、
価
格
も
高
い
と
の
こ
と
で
す
。

鶏
は
全
国
各
地
で
生
産
さ
れ
て
お

り
、
各
地
域
で
消
費
さ
れ
る
鶏
肉
の
供

給
は
、
そ
の
地
域
の
農
家
が
担
う
、
い

わ
ゆ
る
地
産
地
消
型
の
生
産
・
消
費
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
人
口
が
多
く
、
か
つ
都
市

部
に
住
む
割
合
（
都
市
化
率
）
の
高
い

地
域
、
つ
ま
り
消
費
地
に
近
づ
く
ほ
ど
飼

養
羽
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
肉
用
鶏
の
飼
養
方
法

市
場
ま
で
の
距
離
が
遠
い
ミ
ャ
ン

マ
ー
農
村
部
の
零
細
･
小
規
模
農
家
で

は
、
庭
先
で
地
鶏
を
放
し
飼
い
に
し
て

い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

中
規
模
農
家
は
、
市
場
出
荷
を
目
的

と
し
た
商
業
的
な
生
産
で
、
高
床
式
の

開
放
型
木
造
鶏
舎
な
ど
を
保
有
し
、
そ

こ
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
な
ど
を
飼
養
し
て
い

る
農
家
も
い
ま
す
。

大
規
模
農
家
と
し
て
は
、
最
近
、
外

資
系
の
養
鶏
企
業
の
進
出
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
大
規
模
の
場
合
、
期
待
で
き

庭先での地鶏の飼養

家きん、畜産の家畜頭羽数の推移
� （単位 1,000 羽、1,000 頭）

2005 年度 2010 年度 2011年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度

家
き
ん

鶏（注１） 84,829 156,407 176,839 196,641 219,377 258,194 293,603
アヒル 9,271 14,051 15,507 16,941 18,442 20,128 23,662
その他 1,439 1,751 1,966 2,182 2,441 2,735 3,466
牛 12,150 13,609 14,088 14,559 15,046 15,543 16,574

水牛 2,710 2,977 3,097 3,211 3,321 3,426 3,641
羊 ･ 山羊 2,437 4,084 4,706 5,370 6,124 6,945 8,770

豚 5,786 9,416 10,497 11,600 12,725 13,932 16,541
資料：�ミャンマー中央統計局の ｢MYANMAR STATISTICAL YEARBOOK 2016｣、2015 年度の家きんの

数値は農業・畜産・灌漑省畜産・獣医局。
注１：肉用鶏と卵用鶏の合計。
注２：年度は４月～翌３月。

ミャンマーの鶏肉の生産、流通動向

調査情報部　　青 沼　悠 平
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る
収
益
も
高
い
で
す
が
、
多
額
の
資
本

投
入
だ
け
で
な
く
飼
養
管
理
技
術
や
疾

病
へ
の
対
策
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、ヤ
ン
ゴ
ン
地
域
や
マ
ン
ダ
レ
ー

地
域
（
特
に
水
資
源
の
潤
沢
な
北
部
の

農
家
）
で
は
、
養
鶏
・
養
魚
の
複
合
経

営
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
鶏
舎
が
養
魚

池
の
上
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
鶏
の
糞

は
魚
の
エ
サ
と
し
て
養
魚
池
に
自
然
落

下
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
体
で
の
流
通
が
一
般
的

零
細
･
小
規
模
農
家
は
、
生
産
し
た

鶏
を
自
宅
で
消
費
す
る
か
、
流
通
業
者

を
介
し
て
地
元
の
市
場
に
出
荷
す
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
中
規
模
以
上
の

農
家
は
、
流
通
業
者
や
卸
売
業
者
な
ど

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

肉
用
鶏
の
出
荷
量
の
半
分
は
、
鶏
肉

加
工
品
と
し
て
量
販
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン

に
、
残
り
の
半
分
は
生
き
た
鶏
と
し
て
、

市
民
が
食
料
品
な
ど
の
生
活
必
需
品
を

購
入
す
る
伝
統
市
場
に
供
給
さ
れ
て
い

ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
伝
統
的
に

常
温
肉
は
新
鮮
、
冷
蔵
・
冷
凍
品
は
新

鮮
で
は
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着

し
て
お
り
、
伝
統
市
場
で
処
理
直
後
の

常
温
肉
を
好
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

今
後
さ
ら
な
る
発
展
も

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
肉
用
鶏
産
業
は
、
旺

盛
な
食
肉
需
要
を
背
景
に
伸
び
盛
り
の

分
野
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
長
く
続
い
た
経
済
制
裁
が

解
除
さ
れ
て
か
ら
の
日
が
浅
く
、
鶏
肉

の
品
質
も
高
く
は
な
い
た
め
、
ま
だ
隣

国
タ
イ
の
よ
う
な
輸
出
産
業
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
飼
料
が
国
内
で
ま
か
な
え

る
こ
と
や
、
労
働
力
が
豊
富
で
あ
る
こ

と
、
外
資
の
投
資
環
境
が
安
定
化
し
て

い
る
こ
と
な
ど
今
後
の
発
展
に
有
利
な

点
も
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
発
展
が
続
け
ば
さ
ら
に

食
肉
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
外
資
系
の
養
鶏
企
業
の
参
入
が
進

め
ば
、
後
発
開
発
途
上
国
向
け
特
恵
関

税
（
※
２
）
を
利
用
し
た
輸
出
も
視
野
に

入
れ
た
発
展
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ

り
、
同
国
の
肉
用
鶏
産
業
の
今
後
の
動

向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

（
※
２�

）
開
発
途
上
国
（
後
発
含
む
）
の
輸
出

所
得
の
増
大
等
を
図
る
た
め
、
一
定

の
農
水
産
品
な
ど
に
対
し
、
一
般
の

関
税
率
よ
り
も
低
い
税
率
（
特
恵
税

率
）
を
適
用
す
る
制
度
。

（
※
３�

）
為
替
レ
ー
ト
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
チ
ャ
ッ

ト
＝
０
・
０
７
円
（
８
月
末
日
参
考

相
場
：
０
・
０
７
３
円
）
を
使
用
し
た
。

中国中国インドインド

ネピドー
連邦領
ネピドー
連邦領

ヤンゴン
地域
ヤンゴン
地域

バゴー
地域
バゴー
地域

マグウェ
地域
マグウェ
地域

サガイン
地域
サガイン
地域

マンダレー地域マンダレー地域

マンダレー市マンダレー市

モンユワ市モンユワ市

ヤンゴン市ヤンゴン市

シャン州シャン州

カチン州カチン州

チン州チン州

エーヤワ
ディー
地域

エーヤワ
ディー
地域

モン州モン州
タニン
ダーリ州
タニン
ダーリ州

カレン州カレン州

カヤー州カヤー州

タイタイ

飼養羽数（百万羽）飼養羽数（百万羽）

30～4030～40
40～40～

20～3020～30
10～2010～20
0 ～100 ～10 カンボ

ジア
カンボ
ジア

ベトナムベトナム

バングラ
ディッシュ
バングラ
ディッシュ

ラカイン州ラカイン州

資料：alic 作成（出典：ミャンマー農業・畜産・灌漑省畜産・獣医局）
　注：�行政区分は、多数派として政治の実権を握るビルマ族が暮らす ｢地

域｣、カチンやシャン族など７つの民族が主に暮らす ｢州｣、大統領
が直接統治する ｢ネピドー連邦領｣に分けられる。

ミャンマーの行政区分と鶏飼養羽数の分布

ネピドー連邦領の地元市場
での丸鶏の販売。1羽当たり
9000 チャット（630 円）（※３）

養魚池の上に設置された開放型鶏
舎。労働者の移動と肉用鶏の運搬
などには渡し船を使用する。

食鳥処理場に運搬
される生きた鶏



alic 2019.1 10

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
で
は
、
業
務
を
通
じ
て
得

ら
れ
た
情
報
や
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る

様
々
な
情
報
を
広
く
国
民
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
社
会
的
発
信

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
「
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

農
業
に
お
い
て
は
担
い
手
の
高
齢

今
回
の
若
手
農
業
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
者
数
は
１
，
８
８
５
名

で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

や
若
手
農
業
者
の
農
業
経
営
に
対
す
る

考
え
を
ま
と
め
た
も
の
は
こ
れ
ま
で
も

他
に
あ
ま
り
例
が
な
く
、
日
頃
、
営
農

指
導
員
な
ど
の
現
場
の
者
が
、
農
業
者

と
接
し
て
感
じ
て
い
た
こ
と
が
具
体
的

な
数
字
と
な
っ
て
表
れ
た
、
わ
か
り
や

す
い
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。規

模
拡
大
を
進
め
る
若
手
農
家

販
売
農
家
の
う
ち
、
若
手
農
家
（
平

成
29
年
10
月
１
日
時
点
で
49
歳
以
下
の

農
業
者
）
は
１
割
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん

が
、
若
手
農
家
は
非
若
手
農
家
よ
り
も

化
や
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
の
持
続
的
発
展
に
は
、
次
世
代
を

担
う
若
手
農
業
者
が
、
付
加
価
値
の
向

上
、
規
模
拡
大
や
投
資
を
通
じ
た
生
産

性
の
向
上
に
挑
戦
し
、
効
率
的
か
つ
安

定
的
な
農
業
経
営
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、今
回
の
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
平
成
30
年
５
月
に
国
会
に
提
出

さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
の
動
向
」

に
関
す
る
報
告
を
担
当
さ
れ
て
い
る
、

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
広
報
評
価
課
情

報
分
析
室
長
の
伊い

佐さ 

寛ひ
ろ
し

氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、
本
報
告
の
中
で
特
集
さ
れ

た
49
歳
以
下
の
若
手
農
業
者
の
経
営
構

造
の
特
徴
、
農
業
経
営
に
対
す
る
考
え

な
ど
に
つ
い
て
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な

ど
の
統
計
デ
ー
タ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー

ト
に
基
づ
き
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
若
手
農
業
者
の
姿

～
食
料
・
農
業
・
農
村
の
動
向
報
告
よ
り
～

講演される伊佐氏

図 1

若手農業者向けアンケートの実施概要
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経
営
規
模
が
大
き
く
、
規
模
拡
大
が
進

ん
で
い
ま
す
（
図
１
）。

ま
た
、
規
模
拡
大
に
必
要
な
労
働
力

を
確
保
す
る
た
め
常
雇
い
を
雇
い
入
れ

た
若
手
農
家
の
割
合
が
増
加
し
て
お

り
、
さ
ら
に
労
働
時
間
短
縮
の
た
め
の

機
械
や
施
設
へ
の
投
資
を
進
め
、
規
模

拡
大
や
農
業
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
図
２
）

�

若
手
農
業
者
へ
の
農
業
や
経
営
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

若
手
農
業
者
に
農
業
の
在
り
方
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、３
５
・
１
％
の
方
が
「
海

外
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
」
と
答
え
、

肉
用
牛
の
生
産
者
で
は
こ
う
回
答
し
た

割
合
が
半
数
を
超
え
ま
し

た
。
ま
た
、
経
営
課
題
に

つ
い
て
は
「
労
働
力
の
不

足
」
が
ト
ッ
プ
で
、
い
ず

れ
の
品
目
で
も
上
位
回
答

に
挙
が
り
ま
し
た
。

農
業
の
魅
力
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
裁
量
や
時
間
の

自
由
度
の
大
き
さ
を
挙
げ

る
方
が
半
数
近
く
で
し
た

が
、
法
人
雇
用
者
に
限
っ

て
み
る
と
「
自
然
や
動
物

相
手
の
仕
事
」
が
ト
ッ
プ

で
あ
り
、
雇
用
者
と
被
雇

用
者
で
は
傾
向
が
変
わ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

経
営
で
大
切
な
こ
と
に
つ

い
て
の
ト
ッ
プ
回
答
は

「
経
営
分
析
能
力
（
５
９
・

０
％
）」
で
、「
栽
培
・
飼
養
技
術
（
５

０
・
６
％
）」
を
上
回
り
ま
し
た
。

今
後
伸
ば
し
て
い
き
た
い
方
向
に
つ

い
て
は
、
販
売
金
額
が
大
き
い
ほ
ど
割

合
が
高
く
な
る
の
は
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
※
）
等

新
技
術
の
導
入
」
と
「
異
業
種
と
の
交

流
」
で
し
た
（
図
３
）。
他
に
は
、「
単

収
の
向
上
」、「
消
費
者
へ
の
直
接
販

売
」、「
農
産
物
の
加
工
・
販
売
」
の
回

答
が
多
く
、
ま
た
、
１
，
０
０
０
万
円

を
境
に
収
入
が
増
え
る
ほ
ど
農
業
経
営

の
法
人
化
を
考
え
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

（
※�

）
Ｉ
ｏ
Ｔ
…Internet of T

hings

の
略
。

「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
の
こ
と
で
、

世
の
中
に
存
在
す
る
様
々
な
モ
ノ
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
、
相
互
に
情
報

を
や
り
取
り
し
て
、
自
動
認
識
や
自
動
制

御
、
遠
隔
操
作
な
ど
を
行
う
こ
と
。

�

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経

営
に
向
け
た
施
策
の
展
開
方
向

こ
う
し
た
若
手
農
業
者
の
経
営

構
造
の
分
析
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
通
じ
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な

農
業
経
営
の
育
成
に
向
け
、
農
業

経
営
の
法
人
化
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
ロ
ボ
ッ

ト
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
取
り
入
れ

た
革
新
的
な
技
術
開
発
や
、
農
産

物
の
流
通
・
加
工
・
販
売
の
構
造

改
革
等
の
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
着
実
な
実
施
を
進
め
る

な
ど
、
農
業
者
が
今
後
伸
ば
し
て

い
き
た
い
方
向
を
後
押
し
で
き
る

環
境
作
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

図 2

図 3
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ａ
ｌ
ｉ
ｃ
札
幌
事
務
所
は
、
北
海
道

農
政
部
と
連
携
し
て
、
札
幌
市
東
区
の

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
ア
リ
オ
札
幌
店
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
「
第
11
回
北
海
道
の

う
ま
い
も
の
見
～
つ
け
た
！
」
に
10
月

31
日
（
水
）
～
11
月
３
日
（
土
）
の
期
間
、

砂
糖
・
で
ん
粉
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
て
ん
菜
の
模
型
な
ど
を
展
示

し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
北
海

道
と
株
式
会
社
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
が
共
同
で
開
催

す
る
も
の
で
、期
間
中
は
、

道
内
の
物
産
展
や
市
町
村

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

砂
糖
の
原
料
と
な
る
て

ん
菜
や
で
ん
粉
の
原
料
と

な
る
で
ん
粉
原
料
用
ば
れ

い
し
ょ
は
、
日
本
で
は
北

海
道
だ
け
で
し
か
生
産
さ

第
41
回
宮
古
の
産
業
ま
つ
り（
主
催
：

宮
古
の
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）が
、

沖
縄
県
宮
古
島
市
の
Ｊ
Ｔ
Ａ
ド
ー
ム
宮

古
島
で
10
月
27
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
宮
古
島
市
の
農
林
水

産
業
な
ど
地
元
の
産
業
を
紹
介
し
、
消

費
者
に
地
元
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
生
産
者
の
生
産
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
那
覇
事
務
所
は
、
消
費
者

の
皆
さ
ま
に
砂
糖
の
価
格
調
整
制
度
や

砂
糖
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
宮
古
島
市
の
糖
業
関

係
者
と
と
も
に
毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
宮
古
島

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
北
海
道
の
農

業
や
産
業
に
と
っ
て
、
て
ん
菜
や
で
ん
粉

原
料
用
ば
れ
い
し
ょ
は
、
と
て
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
こ
と
を
地
元
の
方
に

お
伝
え
し
な
が
ら
、
砂
糖
・
で
ん
粉
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。（
札
幌
事
務
所
）

の
農
産
物
や
そ
の
加
工
品
の
販
売
な
ど

を
行
う
約
70
の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
、
２

日
間
で
約
２
１
，
０
０
０
人
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
も
同
制
度
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

や
砂
糖
サ
ン
プ
ル
の
展
示
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
に
は
、
さ
と
う
き
び
生
産
者

や
親
子
連
れ
、
観
光
客
な
ど
た
く
さ
ん

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
職
員
は
パ

ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
い
な
が
ら

来
場
者
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
で
は
、
今
後
も
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
砂
糖
や

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
業
務
に
つ
い
て
の
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。（
那
覇
事
務
所
）

「
北
海
道
う
ま
い
も
の
見
～
つ
け
た
」

に
出
展

宮
古
の
産
業
ま
つ
り
に
出
展

10/31

−

11/3

10/27

−

10/28

日本では唯一北海
道で栽培されるてん
菜の模型や砂糖の
結晶は無色・透明で
あることなどを紹介

ばれいしょの品種
やでん粉のさまざ
まな用途を紹介

宮古島で採れたたくさん
の農畜産物やその加工
品が販売されています。

ブース前に並ぶ、
各種さとうきび。
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た
こ
と
は
あ
っ
た
が
見
る
の
は
初
め

て
。
こ
ん
な
に
大
き
い
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。」「
ど
こ
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

の
？
」
な
ど
模
型
を
囲
ん
で
の
会
話
が

弾
ん
だ
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

☀
消
費
者
の
方
と
触
れ
合
え
る
場
の 

�

大
切
さ
を
改
め
て
実
感

そ
の
ほ
か
展
示
パ
ネ
ル
や
ク
イ
ズ
を

通
じ
て
「
乳
牛
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を

知
り
、乳
牛
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
」「
安

全
・
安
心
な
国
産
農
畜
産
物
を
食
べ
た

い
の
で
、
国
内
生
産
者

が
生
き
残
れ
る
よ
う
機

構
に
は
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
農
畜
産
業
の
大

切
さ
や
正
し
い
知
識
、

機
構
の
役
割
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

11
月
２
日
（
金
）
～
３
日
（
土
）
の

２
日
間
、
今
年
度
も
東
京･
池
袋
の
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
・
ワ
ー
ル
ド
イ
ン

ポ
ー
ト
マ
ー
ト
ビ
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
「
実
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
33
都
道

府
県
、
13
農
林
水
産
関
係
団
体
が
参
加

し
、
会
場
に
は
全
国
各
地
の
特
産
品
や

各
都
道
府
県･

団
体
の
展
示
品
が
各

ブ
ー
ス
に
並
び
ま
し
た
。
毎
年
、
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
る
方
も
多
く
、
開
催
者
で
あ
る
（
公

財
）日
本
農
林
漁
業
振
興
会
に
よ
る
と
、

今
回
は
２
日
間
で
前
回
よ
り
も
４
０
０

０
人
増
え
て
、
５
万
２
０
０
０
人
も
の

方
が
来
場
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

☀
展
示
物
や
ク
イ
ズ
を
通
じ
て 

�

消
費
者
に
Ｐ
Ｒ

機
構
で
は「
農
畜
産
物（
食
肉
、牛
乳・

乳
製
品
、
野
菜
、
砂
糖
、
で
ん
粉
）
の

正
し
い
知
識
を
知
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ

機
構facebook

の
紹
介
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
早
速
そ
の
場
で
登
録
し
て
く
だ
さ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

消
費
者
の
方
々
と
交
流
で
き
る
場
は

私
ど
も
に
と
っ
て
大
変
貴
重
で
あ
り
、

直
接
反
応
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は
嬉
し

い
限
り
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機

会
を
利
用
し
て
、
機
構
が
行
う
業
務
や

役
割
、
農
畜
産
物
の
正
し
い
知
識
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

に
出
展
し
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
、
パ
ネ
ル
や
て
ん
菜
・
さ
と
う
き
び

の
模
型
の
展
示
を
行
っ
た
ほ
か
、
ク
イ

ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。

て
ん
菜
や
さ
と
う
き
び
の
模
型
は
例

年
通
り
人
気
が
あ
り
「
て
ん
菜
は
聞
い

第
57
回
農
林
水
産
祭
「
実
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加

11/2

−

11/3

展示物を真剣にご覧になっ
てクイズやアンケートに答
えてくださいました。

いろいろな種類の砂糖の展示

毎年人気のさとうきびとてんさい
の模型。触るまで本物だと思われ
る方も大勢いらっしゃいました。

畜産のパンフレット類。牛と
豚の部位を図に表した下敷
きも人気でした。
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ａ
ｌ
ｉ
ｃ
鹿
児
島
事
務
所
は
11
月
６

日
（
火
）
～
７
日
（
水
）、
鹿
児
島
県

徳
之
島
に
て
さ
と
う
き
び
の
生
産
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
向

け
、「
さ
と
う
き
び
・
甘か

ん

蔗し
ゃ

糖
関
係
検

討
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
検
討
会

11/6

−

11/7

に
は
鹿
児
島
・
沖
縄
両
県
の
生
産
者
、

農
業
協
同
組
合
、
製
糖
業
者
、
行
政
関

係
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
約
３
０
０
人

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

29
年
産
の
さ
と
う
き
び
は
、
鹿
児
島

県
下
で
は
29
年
10
月
末
に
来
襲
し
た
季

節
は
ず
れ
の
台
風
な
ど
の
影
響
、

ま
た
、
沖
縄
県
下
で
は
、
梅
雨
明

け
後
の
干
ば
つ
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
生
産
量
は
豊
作
で
あ
っ

た
前
年
を
大
き
く
下
回
っ
て

両
県
で
約
１
３
０
万
ト
ン
と

な
り
ま
し
た
。

30
年
産
も
台
風
24
号
に
よ

る
潮
害
な
ど
の
影
響
が
大
き

く
、
今
後
の
さ
と
う
き
び
の

生
育
が
心
配
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

さ
と
う
き
び
生
産
の
安
定
化

に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要

で
す
。
そ
こ
で
今
回
の
検
討

会
で
は
「
持
続
的
・
安
定
的

な
さ
と
う
き
び
生
産
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
生
産
者
報
告
会

や
両
県
の
研
究
者
か
ら
の
研
究
成
果
発

表
を
行
っ
た
ほ
か
、「
品
種
の
経
年
評

価
を
通
し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
長
期
的
低

収
要
因
の
検
証
」（
琉
球
大
学
農
学
部

川か
わ

満み
つ

芳よ
し

信の
ぶ

教
授
、
鹿
児
島
大
学
大
学
院

連
合
農
学
研
究
科
寳た

か
ら

川が
わ

拓ひ
ろ

生お

氏
）
の

報
告
、
さ
と
う
き
び
キ
ャ
ラ
バ
ン
優
良

事
例
発
表
、
島
内
の
試
験
ほ
場
や
苗
の

培
養
施
設
な
ど
の
現
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

両
県
の
さ
と
う
き
び
関
係
者
が
一
堂

に
会
す
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
毎
年
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
本
検
討
会
に

て
、
今
年
も
活
発
な
意
見
交
換
や
討
論

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
は
沖
縄
県
の
石
垣
島
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
で
は
引
き

続
き
関
係
者
と
一
体
と
な
り
、
本
検
討

会
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�

（
鹿
児
島
事
務
所
）

平
成
30
年
度
さ
と
う
き
び
・
甘
蔗
糖
関
係
検
討
会
を
開
催

開会のあいさつに立つ alic 佐藤理事長

試験ほ場で熱心に聞き入る参加者

生産者報告会の様子



alic 2019.115

11/13

11
月
13
日（
火
）、台
北
市
に
お
い
て
、

台
湾
・
財
団
法
人
中
央
畜
産
会
（
以
下

「
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
」）
主
催
の
定
期
情
報
交
換

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

こ
の
会
議
は
、
平
成
３
年
に
中
国
畜

産
会
の
前
身
で
あ
る
台
湾
区
肉
品
発
展

基
金
会
と
定
期
的
に
畜
産
に
関
す
る
情

報
交
換
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

以
降
、
年
に
１
度
、
日
本
と
台
湾
で

交
互
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

９
年
に
台
湾
で
家
畜
の
伝
染
病
が
発
生

し
た
た
め
、
会
議
の
開
催
を
見
送
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
22
年
に
再

開
し
て
か
ら
今
回
で
９
回
目
と
な
り
ま

し
た
。

会
議
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
の
黄お

う　

董と
う

事じ

長
と
佐
藤
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

双
方
か
ら
畜
産
に
関
す
る
情
勢
の
説
明

が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

双
方
の
説
明
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
積
極

的
な
質
問
や
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
今

回
も
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
に
な
り
ま

し
た
。

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
か
ら
は
、
日
本
の
豚
肉
・
鶏

肉
の
消
費
構
造
や
長
期
的
・
短
期
的
ト

レ
ン
ド
、
近
年
消
費
増
加
が
著
し
い
サ
ラ

ダ
チ
キ
ン
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
後
、
肉
用
牛
と
養
豚
に
お
け
る
経
営

安
定
対
策
に
関
し
て
、
手
続
き
の
流
れ

や
補
填
金
単
価
の
推
移
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
か
ら
、

日
本
で
の
豚
肉
・
鶏
肉
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク

オ
フ
の
取
組
み
（
生
産
者
な
ど
か
ら
徴

収
す
る
賦
課
金
を
原
資
と
し
て
消
費
拡

大
を
行
う
取
組
み
）
の
有
無
に
つ
い
て
の

質
問
や
、
日
本
向
け
に
台
湾
産
豚
肉
加

工
品
の
輸
出
拡
大
を
目
指
し
た
い
旨
の

意
見
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
か
ら
は
、
台
湾
の
飼
料
原

料
の
輸
入
や
飼
料
の
生
産
状
況
、
飼
料

産
業
に
お
け
る
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
の
役
割
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
の
最
後
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
と
ａ

ｌ
ｉ
ｃ
と
の
間
で
、畜
産
を
め
ぐ
る
各
々

の
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
今
後
も
交

流
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
次
回
は
日
本
で
開
催
予
定
で
す
。

台
湾
・
中
央
畜
産
会
と
の
定
期
情
報
交
換
会
議
を
開
催

前列左から５人目が黄董事長、右から３人目が佐藤理事長

台湾・中央畜産会（National Animal Industry Foundation）
平成 11 年に、台湾の畜産の持続的発展を促すことを目的として、alic を参
考にして設立。台湾における畜産物の情報収集提供、検疫、有機認証、食肉
の消費拡大、家畜改良、家畜衛生管理など、畜産に関する業務を担っている。
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の
平
成
25
年
か
ら
29
年
ま
で
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ

デ
ー
タ
を
分
析
し
た
も
の
で
す
。
結
果

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
の
千
人
当
た
り
の
販

売
金
額
（
注
１
）
を
見
る
と
、
消
費
者
の
簡

便
化
志
向
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
を
背

景
に
、
年
々
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
は
毎
年
春
か

ら
夏
に
か
け
て
よ
く
売
れ
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
夏
場
は
火
を
使
っ
た

調
理
を
避
け
た
り
、
調
理
の
手
間
を
省

こ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
に

加
え
、
薄
着
に
な
る
機
会
が
多
く
、
消

費
者
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
志
向
が
高
ま
る
こ
と

か
ら
、
簡
便
性
や
低
カ
ロ
リ
ー
を
売
り
と

す
る
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
の
需
要
が
増
加
す
る

こ
と
も
一
因
と
み
ら
れ
ま
す
（
図
１
）。

ま
た
、
販
売
店
率

（
注
２
）
を
見
る
と
、
27

年
の
夏
以
降
、
３
年

連
続
で
需
要
期
と
さ

れ
る
春
か
ら
夏
に
か

け
て
大
き
く
上
昇

し
、
現
在
で
は
代
表

的
な
食
肉
加
工
品
の

ひ
と
つ
と
し
て
定
着

し
た
も
の
と
み
ら
れ

ま
す
。

金
額
シ
ェ
ア
を
原
産
国
別
に
見
る
と
、

27
年
春
ま
で
は
「
国
産
」
が
１
０
０
％
を

占
め
て
い
た
も
の
の
、
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
の

需
要
増
加
に
伴
い
、
海
外
産
が
登
場
し
、

「
タ
イ
産
」
が
28
年
春
に
登
場
し
ま
し
た
。

29
年
12
月
時
点
で
タ
イ
産
は
国
産
と
同

等
水
準
の
約
45
％
ま
で
普
及
し
、
そ
の
他

鶏むね肉消費をけん引する
サラダチキンの消費動向

近
年
、肉
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
て
お
り
、

食
肉
消
費
量
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
比
較
的
安
価
な
鶏

肉
は
、
唐
揚
げ
や
焼
き
鳥
な
ど
の
消
費

が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
外
食
店

な
ど
で
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
平

成
24
年
に
長
年
不
動
の
１
位
で
あ
っ
た

豚
肉
を
抜
い
て
か
ら
日
本
で
最
も
食
べ

ら
れ
て
い
る
食
肉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
鶏
む
ね
肉
の
消
費
量
の
伸
び

は
堅
調
で
、
こ
の
背
景
に
は
サ
ラ
ダ
チ
キ

ン
（
主
に
蒸
し
た
鶏
む
ね
肉
を
真
空
パ
ッ

ク
に
し
た
商
品
）
の
躍
進
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
が
鶏
肉

の
需
給
動
向
の
分
析
に
当
た
っ
て
サ
ラ

ダ
チ
キ
ン
に
対
す
る
消
費
者
の
行
動
や

意
識
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ

た
、
平
成
29
年
度
鶏
肉
調

製
品
の
消
費
実
態
調
査

（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
調
査
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

調
査
）
の
結
果
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
夏
場
が
需
要
期

Ｐ
Ｏ
Ｓ
調
査
は
、
全
国

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
１
０
０
０
店
舗
以
上
）

～平成２９年度鶏肉調製品の消費実態調査の結果から～

サラダチキン

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

200

400

600

800

1,000

1 3 7 9 1151 3 7 9 115 1 3 7 9 1151 3 7 9 115 1 3 7 9 1151 3 7 9 115 1 3 7 9 1151 3 7 9 115 1 3 7 9 1151 3 7 9 115

平成25 29282726

千人当たりの金額 販売店率（右軸）

（円／千人）

（年）

図１　サラダチキンの千人当たりの金額および販売店率の推移

注１：�千人当たりの金額＝販売金額／販売店のレジを通過した客数× 1000（税抜）
　２：�販売店率＝販売実績のあった店舗数／全店舗数
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は
１
割
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。

◆
簡
便
性
に
高
評
価

Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
は
、
１
５
５
５
名
の
モ

ニ
タ
ー
（
抽
出
条
件
は
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン

を
半
年
に
１
回
以
上
の
頻
度
で
購
入
し

て
い
る
者
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
も
の
で
す
。
結
果
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
の
購
入
頻
度
を
見
る

と
、
20
代
男
性
で
は
「
週
４
回
以
上
」
が

13
％
と
な
り
、
日
常
的
に
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン

を
購
入
す
る
愛
好
家
も
い
ま
す
（
図
３
）。

サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
の
購
入
理
由
を
見
る

と
、
い
ず
れ
の
家
族
形
態
も
「
味
が
好

き
だ
か
ら
」
に
加
え
、「
す
ぐ
に
食
べ
ら

れ
る
か
ら
」「
調
理
の
手
間
が
省
け
る
か

ら
」
な
ど
の
簡
便
性
に
関
連
す
る
項
目

が
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
階
層
別
で
見

る
と
、
独
身
者
・
単
身
者
の
20
代
男
性

で
は
「
高
タ
ン
パ
ク
質
だ
か
ら
」
が
１
位

と
な
り
、
筋
力
な
ど
身
体
作
り
の
た
め

の
食
品
と
し
て
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
独
身
者
・
単
身
者
の
20
～
30
代

女
性
で
は
「
低
カ
ロ
リ
ー
だ
か
ら
」
が
１

位
と
な
り
、
ヘ
ル
シ
ー
な
食
品
と
し
て
も

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

◆
今
後
の
動
向
に
注
目

消
費
者
の
簡
便
化
志
向
が
高
い
状
況

の
中
、
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
の
簡
便
性
な
ど

が
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
鶏

む
ね
肉
消
費
を
け
ん
引
し
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
最
近
は
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
の
新

商
品
が
続
々
と
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
ブ
ー
ム
に
合
わ
せ
た
サ

ラ
ダ
ポ
ー
ク
や
サ
ラ
ダ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と

い
っ
た
新
た
な
加
工
商
品
も
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
産
品
は
、
タ
イ
産
だ

け
で
な
く
、
他
の
商
品
と
も
競
合
が
激

し
く
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

鶏
肉
需
給
に
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ

る
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
の
今
後
の
消
費
動
向

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

本
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.alic.go.jp/r-nyugyo/

raku02_000076.htm
l

�

（
畜
産
需
給
部
）
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図２　サラダチキンの金額シェアの推移（原産国別）

男性20～29 歳
男性30～39 歳
男性40～49 歳
男性50～59 歳
男性60～79 歳
女性20～29 歳
女性30～39 歳
女性40～49 歳
女性50～59 歳
女性60～79 歳
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週４回以上 週に２～３回程度 週に１回程度 １カ月に２～３回程度

１カ月に１回程度 ２～３カ月に１回程度 半年に１回程度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図３　サラダチキンの購入頻度

注１：半年に１回以上のサラダチキン購入者を対象としていることに留意。
　２：１％未満は非表示。

表１　サラダチキンを購入する理由（％）

横方向に
 1位

 2 位

 3 位

す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
か
ら

味
が
好
き
だ
か
ら

調
理
の
手
間
が
省
け
る
か
ら

価
格
が
手
頃
だ
か
ら

高
タ
ン
パ
ク
質
だ
か
ら

低
カ
ロ
リ
ー
だ
か
ら

健
康
に
良
さ
そ
う
・ 

ヘ
ル
シ
ー
だ
か
ら

サ
ラ
ダ
に
合
う
味
付
け
だ
か
ら

低
糖
質
だ
か
ら

色
々
な
料
理
に
使
え
る
か
ら

食
べ
応
え
が
あ
る
か
ら

流
行
っ
て
い
る
・ 

周
囲
の
評
判
が
い
い
か
ら

量
が
ち
ょ
う
ど
い
い
か
ら

そ
の
他

独身者・単身者 18 18 14 11 11 11 7 4 3 2 1 1 0 0
既婚共働き世帯 13 20 18 11 8 11 6 7 3 3 0 1 0 1

専業主婦 14 17 25 4 4 9 8 9 2 4 1 1 0 1
【独身者・単身者】男性 20 ～ 29 歳 8 17 10 19 27 4 8 2 2 2 2 - - -
【独身者・単身者】女性 20 ～ 29 歳 12 19 6 6 15 25 8 - 8 - 2 - - -
【独身者・単身者】女性 30 ～ 39 歳 12 19 13 6 15 21 6 2 2 4 - - - -

注：単一回答。
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明
治
時
代
に
中
国
の
華か

北ほ
く

地
方
か
ら

伝
来
し
た
種
子
を
も
と
に
、
大
正
時
代

に
宮
城
県
松
島
湾
内
の
浦う

ら

戸と

諸
島
で
育

成
さ
れ
た
「
松
島
白
菜
」
は
わ
が
国
の

は
く
さ
い
の
原
型
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、育
種
さ
れ
た「
松

島
純
一
号
」
や
「
松
島
純
二
号
」
は
大

正
末
期
に
東
京
や
横
浜
に「
仙
台
白
菜
」

宮
城
県
で
誕
生
し
た
松
島
系
品 

種
は
わ
が
国
の
は
く
さ
い
の
原 

型
の
ひ
と
つ

と
し
て
出
荷
さ
れ
、
宮
城
県
は
昭
和
初

期
ま
で
出
荷
量
日
本
一
の
は
く
さ
い
産

地
と
し
て
全
国
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か

せ
ま
し
た
。

現
在
、主
流
と
な
っ
て
い
る
Ｆ１
品
種（
※
）

と
比
べ
て
、
葉
が
柔
ら
か
く
輸
送
中
に

傷
つ
き
や
す
い
た
め
、
松
島
系
品
種
の

栽
培
は
減
少
し
て
ま
す
が
、
地
元
で
は

品
種
改
良
が
加
え
ら
れ
今
日
ま
で
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

（
※�

）
異
な
る
形
質
や
長
所
を
も
つ
２
つ
の
品

種
を
親
と
し
て
交
配
し
て
作
ら
れ
る
雑

種
一
代
目
の
品
種

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

で
被
害
を
受
け
た
畑
で
は
、
塩
分
濃
度

が
高
い
こ
と
か
ら
生
産
で
き
る
作
物
が

限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

仙
台
に
古
く
か
ら
縁
の
あ
る
野
菜
で
あ

り
、
か
つ
塩
害
に
も
強
い
と
い
う
特
徴

『
仙
台
白
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で 

ふ
る
さ
と
再
建

が
あ
っ
た
た
め
仙
台
白
菜
が
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
全
農
み
や
ぎ
が
中
心
と
な
っ
て
始

ま
っ
た
「
仙
台
白
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
旧
：
み
ん
な
の
新
し
い
ふ
る
さ
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
で
は
、
仙
台
市
民
を

は
じ
め
と
す
る
方
々
が
、
８
月
の
播は

種し
ゅ

、９
月
の
定
植
、11
月
の
収
穫
と
い
っ

た
作
業
を
通
し
、
生
産
者
と
消
費
者
の

垣
根
を
越
え
て
農
業
復
興
と
地
域
の
再

建
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。地

元
の
私
立
明め

い

成せ
い

高
校
と
宮
城
県
立

農
業
高
校
で
は
、
は
く
さ
い
の
原
型
の

受
け
継
が
れ
る「
仙
台
白
菜
」

ひ
と
つ
が
誕
生
し
た
地
で
あ
る
と
い
う

歴
史
を
踏
ま
え
て
仙
台
白
菜
の
栽
培
を

教
育
現
場
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
産
者
や
み
や
ぎ
生
協
、
さ
ら
に

消
費
者
に
も
仙
台
白
菜
を
継
承
す
る
活

動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１

６
年
か
ら
は
、
伊
達
（
政
宗
）
家
の
農

場
「
養
種
園
」
が
ル
ー
ツ
で
あ
る
「
せ

ん
だ
い
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
」
に
活
動

の
拠
点
が
移
り
、
さ
ら
に
都
市
型
農
園

で
の
栽
培
な
ど
も
提
案
し
て
い
ま
す
。

写真提供：全農宮城県本部

問い合わせ先：�JA全農みやぎ　営農企画部　販売企画課�  

電話　022-352-3162

市民とともに収穫を祝う収穫祭

1924 年（大正 13年）に松島湾内・浦戸諸島
にて誕生

地元高校生による播種作業

JA全農みやぎの FB
もご活用ください！

まめ知識

「
仙
台
白
菜
」
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編集部から
お正月気分も抜け、新たな目標に向かって皆さま始動

されている頃でしょうか。

このところ何をするにも「これが平成最後」と頭をよ

ぎり、すると急に感慨深くなって、気が引き締まります。

節目がいかに気持ちや生活にけじめをつけてくれるか

を、改めて感じています。

今年は元号だけでなく、ＴＰＰ 11協定の発効等によ

り、農畜産業をめぐる環境も大きく変化すると考えられ

ます。こうした新たな環境下で、機構は皆さまの大切な

「食」を支えるためにより一層尽力してまいります。

今年も広報誌「alic」を宜しくお願いいたします。

次号は2019年3月6日発行です。

＜これからの予定＞
◇平成 31 年 1 月 29 日（火）
　alic セミナー
　�会　場：当機構 北館６階大会議室
　�テーマ：�「ブラジルのサトウキビ・砂糖の生産

見通し」
　　　　　�「変革期を迎えた豪州の砂糖産業〜生

産動向と対日輸出見通しを中心に〜」
　（詳細はホームページでご案内いたします。）



　 独立行政法人農畜産業振興機構（農畜産機構）
〒１０６－８６３５　東京都港区麻布台２－２－１麻布台ビル
TEL　03-3583-8196　FAX　03-3582-3397

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています


